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１ はじめに 

この報告書は、「横浜みどりアップ計画」の平成 27 年度の事業・取組に対する「横

浜みどりアップ市民推進会議」による評価・提案をまとめたものです。 

横浜みどりアップ計画では、市民税の超過課税である横浜みどり税を一部財源に、

樹林地や水田の保全、身近な緑の創出など、様々な緑の保全と創造の取組を実施して

います。 

市民推進会議は、みどりアップ計画の取組に対して評価・提案を行うための組織で

あり、現地調査や、施策別の各部会による検討などの活動を行っています。また、計

画の進捗状況に対する評価・提案のみならず、横浜市における緑のあり方などについ

てより市民目線で考えるとともに、市民の皆さまに分かりやすく伝わりやすい広報誌

の発行にも取り組んでいます。 

今年度の活動では、現地調査の際に市民推進会議委員の他に、一般の市民の方々に

もご参加いただきました。参加者には小学生も含まれており、横浜の将来を担う子供

達も参加したことは意義深いことでした。 

２期目のみどりアップ計画の２年目である 27年度も、前年に引き続き着実に実績を

積み上げていると言えます。中には、進捗状況が計画当初の想定通りといかないもの

もありますが、その原因の分析、対策をしっかり行ってもらうことにより、次年度以

降の取組が着実に進むことへの期待を込めて評価・提案を行いました。 

また、「第 33回全国都市緑化よこはまフェア」が平成 29年３月 25日より始まりま

す。横浜市が取組んできたみどりアップ計画の成果をアピールすることで、緑化フェ

アの機運を高めるとともに、その開催を一つの契機とし、花と緑にあふれる横浜を市

民とともにつくり、その取組を次の世代へ継承していく必要があります。 

今後の市民の皆さまの御参加、御支援をお願いしながら、より充実した市民推進会

議の活動を進めていきます。そして市民推進会議の活動により、みどりアップ計画の

各取組がさらに充実していくことを期待します。 

 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 

座長 進士五十八 
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横浜市基本構想（長期ビジョン） 

関連・連携する計画 
 ○横浜市都市計画マスタープラン 
 ○生物多様性横浜行動計画（ヨコハマｂプラン）  など 

都
市
緑
地
法 

横浜市水と緑の基本計画（計画期間：平成 18-37 年度） 

●重点的な取組 

 
横浜みどりアップ計画 

（新規・拡充施策） 

（計画期間：平成21-25年度） 

横浜市中期４か年計画 
（計画期間：平成 22-25 年度） 

 

横浜市中期４か年計画 
（計画期間：平成 26-29 年度） 

横浜みどりアップ計画 

 
（計画期間：平成26-30年度） 

平成18年度 

 

平成37年度 

  

緑
の
環
境
を
つ
く
り 

育
て
る
条
例 

２ 横浜みどりアップ計画と市民推進会議 

(1) 横浜みどりアップ計画 

   ①位置付け 

横浜市は、大都市でありながら、市民生活の身近な場所にまとまった規模の樹林地

や農地などがあり、また、起伏に富んだ地形から、変化に富んだ水や緑の環境を有して

います。 

この緑の環境を生かし、次世代へ引き継いでいくため、市は平成37年度を目標年次と

した「横浜市水と緑の基本計画」を平成18年に策定し、計画に基づき長期的な視点から

「横浜らしい水・緑環境の実現」に向けた取組を展開しています。 

「横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）」は、これまでの取組を強化・充実するため

の５か年の事業計画として策定されました。また、「横浜みどり税」は、この推進のための

重要な財源として導入され、平成21年４月から計画が推進されました。 

さらに、緑の保全や創造は長い時間をかけて継続的に取り組むことが重要であること

から、横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）の取組の成果や課題、市民意見募集結

果などを踏まえ、「横浜みどりアップ計画」（計画期間：平成26-30 年度）が策定されまし

た。 

 

 

 

【図】横浜みどりアップ計画（計画期間：平成 26-30年度）の位置付け 
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   ②横浜みどりアップ計画（計画期間：平成26-30年度）の構成 

平成26年度より、２期目の「横浜みどりアップ計画」に基づき、「みんなで育む みどり

豊かな美しい街 横浜」を理念とし、５か年の目標を設定しました。目標の実現に向け、

横浜みどりアップ計画では、「市民とともに次世代につなぐ森を育む」「市民が身近に農

を感じる場をつくる」「市民が実感できる緑をつくる」を三つの柱とした取組と効果的な広

報を推進しています。 

 

計画の理念 ： みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜 

 

 

 

５か年の目標 

１ 緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します 

緑地保全制度の指定による樹林地の担保量が増加、水田の保全面積が増加、 

市街地で緑を創出する取組が進展 など 

２ 地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます 

森の保全管理など生物多様性に配慮した取組の進展、緑や花の創出により  

街の魅力・賑わいが向上 など 

３ 市民と緑とのかかわりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します 

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や   

事業者が緑に関わる機会が増加 など 
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  (2) 横浜みどりアップ計画市民推進会議 

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、市民参加の組織により、みどりアップ計画の

評価及び意見・提案、市民の皆さんへの情報提供等をおこなうことを目的として、平成21

年に設置され、平成24年からは条例設置の附属機関に位置付けられました。これまでに

全体会議や各種部会の開催に加え、参加市民を公募したオープンフォーラムや現地調

査を実施し、市民意見の聴取にも努め、計画の評価、提案をおこなってきました。 

みどりアップ計画を推進するうえで、市民推進会議のこのような取組は大きな役割を

果たしており、２期目のみどりアップ計画についても、継続して活動することとなりました。 

平成26年度からは新たな委員も含め、学識経験者や関係団体、町内会・自治会代表、

公募市民の計16名で活動しています。  （35頁に委員名簿を掲載） 

 

 

※附属機関：法律又は条例に基づき設置し、行政執行のために必要な審査、調査等をおこなう

機関。会議において審議、協議した結果、意見を取りまとめたり市に提言等をおこなう。 

 

横浜市附属機関設置条例第２条第２項：附属機関※の担任する事務は、別表担任事

務の欄に掲げるとおりとする。 

別表（抜粋） 

執行機関  附属機関  担任事務  委員の定数  

（中   略）  

市長  横 浜 み ど り ア

ッ プ 計 画 市 民

推進会議  

横浜市域の樹林地及び農地の保全並

びに緑化の推進を図ることを目的と

する横浜みどりアップ計画に係る施

策及び事業についての情報提供、評価

等に関する事務 

20人以内  

（以下省略）  

 

 

http://www.city.yokohama.jp/me/reiki/honbun/g2021714001.html#b1
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３ 市民推進会議平成 27 年度の活動実績 

 （１）平成 27 年度の活動の概要 

   市民推進会議の活動は、みどりアップに対する評価・提案などをまとめた報告書の発行までの 

流れ、及び、市民への情報提供までの流れと、大きく２つに分けることができます。 

 

①評価・提案をまとめた報告書の発行までの流れ 

   

 
  

 
          

 

 

②市民への情報提供の流れ 

 平成 27 年５月  ９月・11 月  平成 28 年２月  ２月・３月 

 全体会議  調査部会  全体会議  柱ごとの部会 

 みどりアップ計画

の施策・事業の把

握し、一年間の活

動内容を検討する 

⇒ 施策の内容について

現地で調査を行い、

現状の検証、市民の

声の聴取を行う 

⇒ 報告書の骨子

の検討する 

⇒ 施策の柱ごとに事業

の評価、検証、提案

を行い、報告書の内

容を検討する 

 （参考）平成 28 年５月   

 全体会議  報告書の 

発行 ⇒ 報告書の確定 ⇒ 

平成 27 年５・９月・平成 28 年１・２月   

広報・見える化部会 
⇒ 

みどりアップ Q の発行 

子ども版広報誌の発行 ・広報誌「みどりアップ Q」の取材、記事作成、編集 

・子ども版広報誌の編集 

・市民向けイベント企画の検討 など 

  

⇒ 市民向けイベントの開催 

 



- 6 - 
 

(2) 活動の詳細内容 

① 市民推進会議（全体会議） 

市民推進会議の全体会議において、部会の構成や調査の実施など年間の活動内容を 

確認し、横浜みどりアップ計画の内容、進捗状況について説明を受けて、質疑応答、意見 

交換をおこないました。 

 

第 22 回市民推進会議（平成 27 年５月１日） 

・市民推進会議平成 26 年度報告書（案）について 

・横浜みどりアップ計画平成 27 年度事業内容について 

・市民推進会議平成 27 年度の取組について 

 

第 23 回市民推進会議（平成 28 年２月５日） 

・横浜みどりアップ計画の進捗状況について 

・市民推進会議 平成 27 年度報告書について 

・広報・見える化部会開催のイベントについて 

 

② 施策別専門部会 

取組の柱ごとに施策別専門部会を設置し、事業分野ごとに、詳細に説明を受け、意見交換、 

提案検討をおこないました。 

 

第８回「森を育む」施策を検討する部会（平成 28 年３月８日） 

・横浜みどりアップ計画「森を育む」施策の評価・提案について 

 

第８回「農を感じる」施策を検討する部会（平成 28 年２月 25 日） 

・横浜みどりアップ計画「農を感じる」施策の評価・提案について 

 

第８回「緑をつくる」施策を検討する部会（平成 28 年３月４日） 

・横浜みどりアップ計画「緑をつくる」施策の評価・提案について 

市民推進会議 全体会議の様子 

開催後差替え 開催後差替え 

「森を育む」施策を検討する部会 「緑をつくる」施策を検討する部会 「農を感じる」施策を検討する部会 
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③ 調査部会（現地調査） 

＜第 14 回調査部会＞ 

［ 日 時 ］ 平成 27 年９月７日（月）午後０時 45 分～午後４時 30 分 

［ 場 所 ］ 横浜自然観察の森、自然観察センター、上郷・森の家 

［参加委員］  ９名 

［ 内 容 ］ 

(ア) 「市民が森に関わるきっかけづくり」取組が実施されている樹林地を調査 

（栄区上郷町） 

    ・自然観察センターへ移動しながら、取組についての説明（みどりアップ推進課） 

    ・レンジャーの方からウェルカムセンターの施設や取組について説明 

    ・横浜自然観察の森を歩きながら、小学校向け宿泊体験学習の視察 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 意見交換会（栄区上郷・森の家） 

・当日の調査内容について、感想や質疑応答など 

 

＜委員の感想・意見交換＞ 

○横浜自然観察の森というモデルケースを元に、市民生活の身近なところで、市民が自然を   

体験・経験できる仕組みづくりができるとよい。 

○一般の学校などが、ほかのウェルカムセンターや施設などと、より積極的に共同でプログラム

開発ができるように、また、学校の教員も自前でできるような方向性になるとよい。 

○企業も、環境に対する課題に取り組む機運は高まっているので、CSR のすそ野をもう少し広げ

た方が良い。５つのウェルカムセンターが連携し、それらを具体的に発現させるような工夫なり

場面なりがあるとよい。 

○企業にとっては社会貢献としてだけでなく、技術の活用や、社員のメンタルヘルスケア対策など

といったメリットもある。今後、緑の維持管理の負担を考えていく上で、それぞれの企業が持つ

技術や社員の能力をより生かすことのできる仕組みが求められる。 

○自然体験に欠ける世代の教員が増えているため、教員に対する自然学習の指導能力の養成

が求められる。 

 

小学生向け宿泊体験学習の視察 ウェルカムセンターの視察 

意見交換会（上郷・森の家） 
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＜第 15 回調査部会「みどりアップを見に行こうツアー」＞ 

［ 日 時 ］ 平成 27 年 11 月１4 日（土）午前９時 20 分～午後０時 40 分 

［ 場 所 ］ 東寺尾ふれあいの樹林、東寺尾一丁目ふれあい公園（鶴見区東寺尾）、 

地域緑のまちづくり北寺尾地区（鶴見区北寺尾）、 

みなとみらい 21 新港地区８街区、ナビオス横浜（中区新港） 

［参加委員］  ７名 

［ 内 容 ］  一般市民 15 名 

(ア) 「市民とともに次世代につなぐ森を育む」取組が実施されている樹林地を調査 

（鶴見区東寺尾） 

・東寺尾ふれあいの樹林を歩きながら、みどりアップ推進課による取組についての 

説明、質疑応答・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 「市民が身近に農を感じる場をつくる」取組が実施されている農園付公園を調査 

（鶴見区東寺尾） 

   ・東寺尾一丁目ふれあい公園を見ながら、政策課による取組についての説明 

   ・公園指定管理者（(株)日産クリエイティブサーブス）・ボランティアリーダーの方 

から公園で行う管理や活動について説明、質疑応答 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ウ) 「市民が実感できる緑をつくる」取組が実施されている地域緑のまちづくりを調査 

（鶴見区北寺尾） 

・緑化の整備を行った国道１号線沿いを歩きながら、みどりアップ推進課による取組 

についての説明 

・北寺尾地区の地域緑のまちづくりを行う「鶴見『みどりのルート１』をつくる会」会長 

による緑化の説明、質疑応答 

東寺尾ふれあいの樹林で 

説明を聞く参加者 

ボランティアリーダー

の方と指定管理者の方 
東寺尾一丁目ふれあい公園 
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「鶴見『みどりのルート１』 

をつくる会」会長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

(エ) 「市民が実感できる緑をつくる」取組が実施されている港湾緑地を調査 

（中区新港地区） 

・港湾緑地の視察、みどりアップ推進課による取組についての説明 

   
(オ) 意見交換会（ナビオス横浜） 

・当日の調査内容について、一般参加者からの 

感想や質疑応答・意見交換 

   

 

 

   ＜参加者の主な意見＞  

 

○みどりアップが思っていたよりも進んでいた。住宅街にも緑をもっと増やせたらよい。 

○市民農園など市民が農業に関わっていくことが増えて、もっと面積が広がっていくとよい。 

○農園付公園は、農地の担い手の問題が多い中、都市の中での使い方をうまくやっており、 

良い考えだと思った。 

○北寺尾地区はいつも車から見ている場所だったが、歩いてみるとチェーン店のレストランなど

にも緑が沢山あることが分かった。 

○北寺尾地区の活動がとても良かった。実際に自分が楽しめるような場所であると緑を 

守ろうと思うのではないか。 

○地域緑のまちづくり事業を行っている地区で活動をしているが、他の地区の活動の状況が 

知りたく参加した。自分が活動している地区でも、北寺尾地区と同様に、手入れをどう続けて

いくのか、また、お手伝いいただける人をどう広げていくのかという問題がある。 

○息子が参加するということで、全く興味なく応募した。みどり税のことも今回初めて知ったが、

これをきっかけに街の緑に少し注目してみようと思った。 

 

緑化後の様子 

新港中央地区 
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④ 広報・見える化部会 

  平成 25 年度までの「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、みどりアップ計画や 

みどり税についての情報提供のあり方の検討や広報誌の編集をおこなっています。 

  広報誌は平成 26 年度から「みどりアップＱ」として「濱ＲＹＯＫＵ」からリニューアルし、 

平成 27 年度は第４～６号を発行しました。駅や主要な公共施設のＰＲボックスや、各区役所、 

土木事務所、公園事務所の公共施設で配布しています。さらに、みどりアップ Q の別冊として 

みどりアップ計画を広く子どもたちにも知ってもらうためのリーフレットを発行しました。 

また、子どもが参加するフォーラムイベントを企画し、開催しました。 

 

第 24 回広報・見える化部会（平成 27 年５月 20 日） 

・みどりアップＱ（第４号）について 

第 25 回広報・見える化部会（平成 27 年９月４日） 

・みどりアップＱ（第５号）について 

第 26 回広報・見える化部会（平成 28 年１月 22 日） 

・みどりアップＱ（第６号）について 

第 27 回広報・見える化部会（平成 28 年２月 16 日） 

  ・事業の評価・提案について 

  ・広報・見える化部会開催のイベントについて 

  ・みどりアップ Q 別冊（子ども版）について 

 

＜まちもり探検キッズ（子どもイベント）（第 28 回広報・見える化部会）＞ 

［日時］ 平成 28 年３月 12 日（土）午前 10 時～午後２時 

［場所］ にいはる里山交流センター 

［参加委員］広報・見える化部会委員 

［内容］ 

ネイチャーゲーム指導員と一緒に、ＪＲ十日市場駅から新治市民の森への道中や、新治市民の

森の中を歩きながら、緑の魅力を発見するプログラム（ディスカバーウォーク）を体験した後、にいは

る里山交流センターでみどりアップ計画について話し合うワークショップを行いました。 

 

ディスカバリーウォークの様子 ワークショップの様子 
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みどりアップＱ第４号 

《発行日》 

平成 27 年 7 月 

《発行部数》 

 21,000 部 

《テーマ》 

緑区竹山団地の緑化（地域緑のまちづくり） 

みどりアップＱ第５号 

《発行日》 

平成 27 年 11 月 

《発行部数》 

 21,000 部 

《テーマ》 

フェリス女学院大学を囲む森での「蝶がつなぐ 

緑のネットワーク調査」（よこはま森の楽校） 

みどりアップＱ第６号 

《発行日》 

平成 2８年３月 

《発行部数》 

 21,000 部 

《テーマ》 

 東寺尾一丁目ふれあい公園（農園付公園） 

みどりアップ Q 別冊（子ども版） 

《発行日》 

平成 2８年３月 

《発行部数》 

 21,000 部 

《テーマ》 

 まちの緑はどうやって守られているのか？ 

 ※詳細については、42～59 頁参照。「みどりアップＱ」を添付しています。 
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４ 施策ごとの評価、提案 

市民推進会議では、みどりアップ計画の「市民とともに次世代につなぐ森を育む（「森を

育む」）」、「市民が身近に農を感じる場をつくる（「農を感じる」）」、「市民が実感できる緑を

つくる（「緑をつくる」）」の施策と、みどりアップ計画を市民の皆さんに周知するための「広

報・ＰＲ」について、現地調査で市民や活動団体などからいただいた意見等を踏まえて、評

価・検証をおこないました。 

なお、みどりアップ計画で進めている事業・取組には、横浜みどり税の導入時に定めた

使途に沿って横浜みどり税を充当している事業・取組と、横浜みどり税を充当せずに進め

ている事業・取組がありますが、市民推進会議では市民の皆さんが負担している横浜みど

り税を充当している事業・取組を中心に評価・検証をおこないました。 

 ◆計画の体系◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：横浜みどり税を充当している事業・取組 

取組の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

施策１ 

樹林地の確実な保全の推進 

 事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市によ

る買取り 
● 

 

 

施策２ 

良好な森を育成する取組の推進 

 

事業② 生物多様性・安全性に配慮した森づくり ●   
 

事業③ 森を育む人材の育成 ●  

 

施策３ 

森と市民とをつなげる取組の推進 

 
事業④ 市民が森に関わるきっかけづくり ●  

取組の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

施策１ 

農に親しむ取組の推進 

  
事業① 良好な農景観の保全 ●   

  
事業② 農とふれあう場づくり ●  

  

施策２ 

地産地消の推進 

  
事業③ 身近に感じる地産地消の推進    

  
事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開    

取組の柱３ 市民が実感できる緑をつくる 

施策１ 

市民が実感できる緑を創出す

る取組の推進 

  
事業① 民有地での緑の創出 ●   

  

事業② 公共施設・公有地での緑の創出 ● 
  

 

施策２ 

緑を楽しむ市民の盛り上がり

を醸成する取組の推進 

  
事業③ 市民協働による緑のまちづくり ●   

  
事業④ 子どもを育む空間での緑の創出 ●   

  
事業⑤ 緑や花による魅力・賑わいの創出 ●   

効果的な広報の展開 

事業① 市民の理解を広げる広報の展開  
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◆みどりアップ計画全体への意見及び評価の概要◆ 

  

計画全体として、柱ごとに数多くの事業が着実に推進されています。 

 

「取組の柱１：市民とともに次世代につなぐ森を育む」については、全体的に目標どお

り進んでいます。特にみどりアップ計画の根幹の事業である樹林地の保全は、毎年度の

新規指定面積 100ha という高い目標を掲げる中で、平成 26 年度に続き目標を達成して

おり、事業が着実に進んでいることを評価します。 

 

「取組の柱２：市民が身近に農を感じる場をつくる」については、水田保全奨励などは

ほぼ目標を達成していますが、共同利用設備の整備など、目標を達成できていない取組

もあります。取組の内容の精査も含め更なる事業の推進に向け努力してください。 

 

「取組の柱３：市民が実感できる緑をつくる」については、民有地における緑化の助成

など、一部の取組では目標を下回りましたが、全体的に順調に目標を達成しています。 

保育園・幼稚園・小学校での緑の創出については、目標を上回る進捗状況となってい

ます。また、学校のビオトープをつくる際に、子ども達が計画する段階から専門家のアド

バイスを受けられるようになったことは、大変意義があります。 

 

「効果的な広報の展開」については、マスコットキャラクターやPR用動画の制作など新

たな取組も行われ、今後の有効な活用に期待します。 

また、みどりアップ計画の実績を、全国に先駆けた取組として国内外にも広く PR して

いく必要があります。その際、横浜市の特別緑地保全地区の指定面積が、「平成26年度

は全国の約７割を占める」など、インパクトのある表現で広報する工夫も必要です。 

 

みどりアップ計画は、関係する市民や団体、事業分野が多岐にわたるので、取組や市

民理解を更に進めるため、行政の縦割りにとらわれない推進が求められます。 

 

平成 28 年度は、みどりアップ計画の５か年の折り返しの年でもあり、目標達成に向け

て着実に取組が推進されることを期待します。 
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27 年度の各取組の柱のハイライト 

27 年度の取組状況について、１期目のみどりアップ計画が開始した 21 年度からの取組状況と

あわせて振り返ります。 

 

取組の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

前年度に引き続き 100ha 以上の樹林地を保全 

緑地保全制度による指定の拡大は、毎年度の指定目標面積 100ha に対し、27 年度は

102.5ha を指定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～特別緑地保全地区の指定が全国の市町村と比較して大幅に進行～ 

26年度の全国の特別緑地保全地区指定面積である約56.7haのうち、横浜市の指定面積

は 40.7ha でおよそ７割を占めます。  

 

 

 

【図】緑地保全制度による年度ごとの新規指定面積の推移 

横浜公園の約 16 個分は 102.4ha 

【図】26年度における全国の特別緑地保全地区指定面積 

（参考）平成 27 年度の 

横浜市の指定面積は 

約 62.5ha 

（新規指定 29 地区、拡大８地区） 

全国 

約 56.7ha 

横浜市 
約 40.7ha 

他市町村 

全国のおよそ７割が横浜市による指定 

（新規指定 20 地区、 

拡大４地区） 
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取組の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

市内の水田の約８割を保全 

水田保全承認は、27 年度は 2.5ha を新たに承認し、市内の水田の約８割にあたる

120.1ha の水田を保全しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       取組の柱３ 市民が実感できる緑をつくる 

新たに４地区を加えた、２６地区で緑のまちづくりが進行中 

27 年度は新たに４地区において、それぞれの地域ごとの緑化計画を策定しました。 

現在、市内 26 地区において、活動をしている団体があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域緑化計画の策定地区 

平成 27 年度に策定 

平成 26 年度に策定 

平成 25 年度までに策定 

目標 

125ha 

都筑区／牛久保西地区 

栄区／湘南桂台地

 

【図】横浜市の水稲作付面積と保全承認面積の推移 

【図】協定締結した地区の地域緑化計画の策定状況 

中区／馬車道地区 
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（１）取組の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

 森（樹林地）の多様な役割に配慮しながら、緑のネットワークの核となるまとまりのある

森を重点的に保全するとともに、保全した森を市民・事業者とともに育み、次世代に継承し

ます。 

 

施策１ 樹林地の確実な保全の推進 

 

事業 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

市内に残る樹林地の多くは民有地であり、まとまりのある樹林地を保全して次世代に引き継ぐ

ためには、土地を所有する方が、できるだけ持ち続けられるよう支援することが必要です。そこ

で、緑地保全制度の指定により土地所有者への優遇措置を講じることで、樹林地を保全します。 

また、土地所有者の不測の事態等による、樹林地の買入れ申し出に対応します。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの 

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

緑地保全制度 

による指定の 

拡大・市による 

買取り 

新規指定面積 100ha 102.5ha 500ha 204.2ha 

買取面積 19.7ha 22.9ha 108ha 41.1ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者からのコメント 

・特別緑地保全地区の指定では、平成 26 年度は全国での約７割（面積ベース）にあたる、40.7ha

（20 地区）を指定しましたが、今年度はそれを上回る 62.5ha（29 地区）を指定することが

できました。 

・指定意向の強い所有者や、比較的大規模な樹林地の所有者への働きかけは一通り進みましたが、

今後の指定推進はこれまでよりも難しくなることが予想されます。来年度以降の目標達成のた

めには、比較的小規模な樹林地の所有者への働きかけが重要となるため、これまで以上に丁寧

かつ粘り強い説明を行い、身近な緑についても保全を進めます。 

特別緑地保全地区に新規指定された緑地 
（青葉区／元石川町平崎地区） 

特別緑地保全地区に新規指定された緑地 
（金沢区／関ケ谷地区） 
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◆施策１についての評価・提案 

 ・みどりアップ計画の根幹である緑地保全制度による樹林地の指定、買取は目標を達成し

ており、樹林地の保全が進んでいることを評価します。 

 ・毎年度の新規指定面積 100ha という高い目標を掲げている中、26 年度に続き 27 年度も

指定の目標を達成しています。25 年度までの計画と合わせ、既に 700ha 以上の樹林地が

保全されており、市内の樹林地の減少に歯止めをかけています。 

 ・近年の集中豪雨などによる災害が懸念されていますが、緑の多様な機能の一つである防

災・減災機能を発揮するためにも、まとまりのある樹林地の指定を引き続き進めてくださ

い。 
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施策２ 良好な森を育成する取組の推進 

 

事業 生物多様性・安全性に配慮した森づくり 

樹林地の維持管理（森づくり）を行う際の技術指針である森づくりガイドライン等を活用し、

生物多様性の保全、利用者の安全や快適性の確保、良好な景観形成など、森に期待される多様な

役割に配慮した森づくりを推進します。また、緑地保全制度の指定を受けた土地を所有する方の

維持管理負担を軽減するための支援を行います。 

 

 

事業 森を育む人材の育成 

市民や事業者と市の協働により森を育む取組を進めるため、森づくり活動に取り組む市民や団

体を対象に、活動のための知識や技術に関する研修の実施や、ニュースレター等を活用した森づ

くりに関する情報発信を行います。また、森づくり活動を行う団体を対象に、活動に対する助成

や、道具の貸出し、専門家の派遣といった支援を行います。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの 

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

森づくりを担う 
人材の育成 

研修の実施 推進 14 回実施 推進 30 回実施 

ニュースレターの発行 推進 4 回発行 推進 8 回発行 

森づくり活動 
団体への支援 

森づくり活動 
団体への支援 

樹林地 10 団体 23 団体 延べ 50 団体 45 団体 

公園 10 団体 ９団体 延べ 50 団体 16 団体 

取組 項目 
27 年度 30年度までの 

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

森づくりガイド 

ライン等を活用 

した森の育成 

森づくりガイド

ライン等を活用

した維持管理の 

推進 

市民の森等 推進 121 か所 推進 230 か所 

まとまった樹林 

のある都市公園 
推進 14 か所 推進 25 か所 

保全管理計画 
の策定の取組 

市民の森等 3 か所 ３か所 15 か所 6 か所 

まとまった樹林 

のある都市公園 
３か所 ３か所 10 か所 ８か所 

指定された 
樹林地における 
維持管理の支援 

樹林地保全制度に指定 
している民有樹林地の 
維持管理の助成(交付受付) 

130 件 103 件 650 件 235 件 

生物多様性に 
配慮した防火性 
・安全性の向上 

市民の森等の斜面地での生物 
多様性に配慮した法面整備 

２か所 
施行中:２か所 

整 備:３か所 
10 か所 

施行中:２か所 

整 備:３か所 

間伐材の有効活用 
森づくり活動団体への 
チッパーの貸出し 

推進 11 回 推進 31 回 
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◆施策２についての評価・提案 

・森づくりガイドラインを活用した維持管理や保全管理計画の策定は順調に進んでいます。

森ごとに適正な維持管理が行われていることを評価します。この取組が多くの森に広がっ

ていくことを期待します。 

・緑地保全制度により指定した民有樹林地の維持管理の支援は、所有者が土地を持ち続

けることに大いに役立っていると思われます。 

・森づくり活動に取り組む団体のスキルアップにつながる研修は、緑を将来にわたって維持

していく上で重要であり、森づくり活動の裾野を広げる取組を一層期待します。 

・市民の森などで活動する団体に、必要な道具の貸出しなどを行うことは、今後の後継者

不足が見込まれる地域の森の維持管理に、ボランティアが参加しやすい仕組みとしても

重要な取組です。 

市担当者からのコメント 

・愛護会や土地所有者の方と森の将来像について話し合うと「地域の人に野草を楽しんでほし

い」「子供の野外学習に役立てたい」といった、自分たちの素敵な森を地域に活かしたいとい

うご意見を多くいただきます。私たち職員もその思いが形になるよう、様々な情報や培って

きた技術などを最大限活用して、愛護会やボランティアの方などと協働で森づくりを進めて

いきます。上郷市民の森では、森林再生の苗作り作業に地域のボーイスカウトの子供たちに

加わってもらって、森づくりを次世代に伝える機会とすることができました。 

・森づくり活動に取り組む団体のスキルアップや課題解決を図る研修を通じて、動植物や資源

循環等に配慮した森づくりの魅力をお伝えしました。参加者からは、「日頃自分たちで手入れ

をしている森に対する見方が深まった」などといった声が寄せられました。 

 森づくりガイドラインなどを活用した
森の育成／森づくりガイドライン等
を活用した維持管理の推進 
（栄区／上郷市民の森） 

 森づくりガイドライン等を活用した森の育成／ 
保全管理計画の策定の取組 （保土ケ谷区／境木ふれあいの樹林） 
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施策３ 森と市民とをつなげる取組の推進 

 

事業 市民が森に関わるきっかけづくり 

森に関わる市民の裾野を広げるため、森に関するイベントや講座の開催などにより、市民が森

に関わるきっかけを提供します。また、平成 25 年度までに設置したウェルカムセンター（５

館）を活用し、多くの市民が、横浜の森について理解を深めることができるような情報発信を行

います。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの 

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

森の楽しみづくり 
イベント等 
の実施 

36 回 132 回 180 回 239 回 

森に関する 
情報発信 

ガイドマップ 
の作成 

推進 2 地域で作成 
新規に指定され
た市民の森等を
対象に作成 

5 地域で作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森に関する情報発信/平日探鳥会 
（戸塚区/舞岡ふるさとの森） 

森の楽しみづくり/みどりアップ健康 
ウォーキング（旭区/市沢ふれあいの樹林） 

森の楽しみづくり/クラフト教室 
（南区/南まつり・蒔田公園） 

森に関する情報発信/ガイドマップの作成 
「泉の森ふれあいの樹林 中田宮の台市民の森 新橋市民の森」 
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◆施策３についての評価・提案 

・森の楽しみづくりでは、将来を担う子ども達を参加対象にしているイベントなども多く、森

に親しんでもらうことは緑の取組へのより一層の理解をすすめるためにも大切です。 

・横浜自然観察の森などでのウェルカムセンターの活用は、多くの小・中学生が緑や生き

物の豊かさ・大切さを学ぶことができる貴重な取組です。子ども達のこれからの成長にと

っても良い影響を与えるものだと考えられます。 

・森の活動に CSR 活動として企業がより一層関わっていくことが大事です。 

 

 

「森を育む」施策を検討する部会 部会長コメント 

 

みどりアップ計画の重要な計画の基本の一つが、横浜市のみどりを未来に向け

ていかに保全して行くかです。そのためには、市民の皆さんに、緑地保全制度の

指定を受けて森を守っていただくことが重要です。そうすることによって、指定され

た森を保全するための様々な手助けが可能となります。また、事情によって樹林地

を手放さなければならない時には、横浜市による買い取りを保障する財源として

「みどり税」が用意されているのです。 

平成 26 年度は、全国の中で横浜市の特別緑地保全地区の指定面積が突出し

ており、なんと全国の７割（面積基準）となっています。これは、大都市である横浜

市の状況を考えると驚くべき数値で、横浜市のみどりアップ計画の取組の大きな成

果を表すものです。 

みどりアップ計画は、必ずしも直接市民の目に見える事業ではありませんが、着

実に進展しているのです。この取組が、国内のみでなく、広く海外にも情報として発

信して行けるように、これからもいっそう進むように、努めたいと思っています。 

望月正光  

市担当者からのコメント 

中学校の美術部の生徒と協働して気軽に参加できる間伐材クラフト教室を開催したり、大学と

連携して森やそこに住む生き物について親子で楽しみながら深い学び体験ができる講座を開催す

るなど、森に関わる市民の裾野を広げるため、多様な主体と協力してイベントを多数実施しまし

た。また、ウェルカムセンターでは、見ごろの植物や渡り鳥の情報などタイムリーな情報を発信

することで多くの来館者に森に親しむきっかけを提供しました。 

今後も、多くの市民に森やそこに住む生き物の魅力を伝えることで、市民が森に関わるきっか

けづくりを推進していきます。 
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（２）取組の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

 景観や生物多様性の保全など農地が持つ環境面での役割に着目した取組、地産地消や農

体験の場の創出など、市民と農の関わりを深める取組を展開します。 

 

施策１ 農に親しむ取組の推進 

 

事業 良好な農景観の保全 

集団的な農地から構成される広がりのある景観や、樹林地と田や畑が一体となった谷戸景観な

ど、多くの市民に親しまれてきた農景観を次世代に継承するため、水稲作付を 10 年間継続する

水田への奨励金交付や、地域の団体で共同利用する管理用設備の整備支援、意欲ある農家・NPO

法人などが農地を安定的に利用できるよう農地を長期間貸し付ける取組などを推進します。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの 

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

良好な水田の保全 水田保全承認面積 累計 121ha 
新規 0.4ha 

累計 120.1ha 
累計 125ha 累計 120.1ha 

農景観を良好に維持 

する取組の支援 
共同利用設備の整備 5 件 １件 25 件 ３件 

多様な主体による 

農地の利用促進 
長期貸付開始農地 4.2ha 10.6ha 累計 80ha 累計 77.0ha 

 

事業 農とふれあう場づくり 

食と農への関心や、農とのふれあいを求める市民の声の高まりに応えるため、収穫体験農園や

本格的な農作業ができる市民農園（栽培収穫体験ファーム、農環境学習農園、特区農園）の開設

支援のほか、土地所有者による維持管理が難しくなった農地等を市が買取るなどして、農園を主

とした都市公園の整備を進めます。また、市民と農との交流拠点である横浜ふるさと村や恵みの

里での取組の推進や、市内の生産現場や直売所などの流通現場を巡るツアーの開催など、市民が

農とふれあう機会を提供します。これらの取組の情報発信を充実させることにより、市民の利用

や参加につなげます。 

 

取組 項目 
27 年度 30年度までの 

目標 

27年度までの 

進捗状況 目標 実績 

様々なニーズに 

合わせた農園の開設 

収穫体験農園の開設支援 2.5ha 1.0ha 12.5ha 2.5ha 

市民農園の開設支援 1.2ha 2.2ha 6.0ha 5.0ha 

農園付公園の整備 
1.4ha 
(2 か所) 

1.4ha 
(2 か所) 

7.3ha 
2.8ha 
(５か所) 

市民が農を親しみ 

支援する取組の推進 

ふるさと村・恵みの里の 
農体験教室等 

100 回 89 回 500 回 183 回 

あぐりツアー実施 4 回 3 回 20 回 6 回 
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◆施策１についての評価・提案 

・水田保全奨励など、主要な取組については概ね目標を達成していますが、共同利用設備

の整備など一部の取組では目標を達成できていません。次年度以降は、取組の内容の精

査も含め更なる事業の推進に向け努力してください。 

・横浜に残る貴重な水田景観の保全に向け、次年度以降も取組を進めてください。 

・共同利用設備の整備については、進捗状況が思わしくありません。環境に配慮した取組の

重要性は理解できますので、制度の見直しも含め取組の必要性が理解されるように PR を

行うなどより一層の推進を望みます。 

・横浜の農業を活性化させ、地域ごとの特性を生かした農景観を良好に保全していくために

も、遊休化した農地を復元し、農地の利用を希望する担い手に貸し付けることは重要な取

組です。新しい担い手の育成と共に引き続き取組を進めてください。 

・市民農園の中でも、環境学習や食育活動を目的としている環境学習農園は重要な取組で

あり、横浜の次世代を担う子ども達がより多く参加できるよう推進が必要です。 

・農園付公園の整備については、土地所有者による維持管理が難しくなった農地を買取り、

市民が利用できる農園として継承するだけでなく、協働農園の利用や収穫祭といったイベ

ントなどを通じて、地域の新たなコミュニティの活性化などの相乗効果も期待できる取組で

す。一方で、農地などの買取事業費も大きいことから、対象地の選定に当たっては慎重さ

が求められます。。 

市担当者からのコメント 

・水田保全奨励では、公共事業等により水田面積の減少や水田保全契約の解約が続いていま

すが、今後も農家への事業周知を行い、残された水田の保全に取り組みます。 

・市民の方にみどりアップ計画を知ってもらうには現場を見てもらうのが一番ですが、ふる

さと村事業など屋外イベントは天候の影響を受け延期や中止せざるを得ないこともあり

ます。地元の方と一緒に一生懸命準備してきたことから、私自身もとても残念に思います。 

保全された水田（栄区／田谷町） 
農園付公園 整備の様子 

（都筑区／大棚杉の森ふれあい公園） 
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施策２ 地産地消の推進 

事業 身近に感じる地産地消の推進 

地域でとれた農畜産物などを販売する直売所の整備等の支援や、市内で生産される苗木や花苗

を配布するなど、地産地消の取組を拡大します。さらに、地産地消に関わる情報の発信など、市

民が地産地消を身近に感じるための取組を推進します。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの

目標 

27年度までの

進捗状況 目標 実績 

地産地消に 

ふれる機会の 

拡大 

直売所の整備・施設
拡充の支援 

10 件 11 件 52 件 15 件 

青空市運営支援 5 件 ５件 25 件 ９件 

緑化用植物の 
生産・配付 

24,500 本 26,108 本 125,000 本 53,641 本 

 

事業 市民や企業と連携した地産地消の展開 

市民の「食」と、農地や農畜産物といった「農」をつなぐ「はまふぅどコンシェルジュ」など

の地産地消に関わる人材の育成やネットワークの強化を図るとともに、農と市民・企業等が連携

する取組を推進します。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度まで 

の目標 

27 年度まで

の進捗状況 目標 実績 

地産地消を広げる

人材の育成 

はまふぅどコンシェ
ルジュの活動支援 

20 件 22 件 100 件 36 件 

市民や企業等との

連携 
企業等との連携 5 件 8 件 50 件 13 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近に感じる地産地消の推進/青空市
運営支援（西区/みなとみらい農家朝市） 

市民や企業と連携した地産地消の展開/企業等

との連携（市内産農畜産物を使用した新商品） 
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◆施策２についての評価・提案 

・地産地消の取組は農業への市民の理解の醸成と共に、市民が農の魅力を感じることがで

きる重要な取組ですが、その根底にある農家の農業経営が維持できていることが、前提に

なります。生産者と消費者の良好な関係が保たれるような地産地消のあり方を期待しま

す。 

・26 年度は未達成であった、直売所の整備や施設拡充の支援については、27 年度の目標

を達成しました。引き続き着実に推進してください。 

・常設の直売所だけでなく、都心部などにおけるマルシェのような形態での直売の実施や支

援をこれまで以上に進めることが、地産地消や横浜の農業の振興にもつながると思われま

す。 

・企業等との連携が着実に進んでいますが、地産地消の市民への浸透に向けその連携の

輪がさらに広がるように取組を推進してください。 

 

「農を感じる」施策を検討する部会 部会長コメント 

 

  「農に親しむ取組の推進」と「地産地消の推進」という二つの施策を軸にして、「市民

が身近に農を感じる場をつくる」は地道な前進を続けていることが実感される。課題で

あった企業等との連携も具体的な取組が進みつつある。 

 都市農業を維持・進行していくために、昨年、都市農業振興基本法が成立し、この中

で都市農業が発揮すべき“多様”な機能として①農産物を供給する機能、②防災の機

能、③良好な景観の形成の機能、④国土・環境の保全の機能、⑤農作業体験・交流の

場の機能、⑥農業に対する理解醸成の機能、があげられている。横浜農業は既に“多

様”な機能を発揮する農業に取り組んできており、その先駆けとしての役割を果たして

きたともいえる。市民が農に日常的に触れ合うことができるようさらなる場の確保と、触

れ合い参画する農の質の向上をはかり、横浜から“市民皆農”を実現していくことが次

のステップと考える。 

蔦谷栄一    

市担当者からのコメント 

 市民・企業と連携した取組に、「はま菜ちゃん料理コンクール」があります。市内の小学生に

市内産のキャベツやコマツナなどを利用した料理のレシピを考えてもらい、本選でその料理を実

際に調理してもらうものですが、27 年度の応募件数はなんと 1,430 件。 

 本選出場者の６名を選定するにあたり、応募書類の整理から審査に至るまで、膨大な作業に追

われましたが、本選当日の子どもたちの姿を見て、疲れが吹き飛びました。 

 コンクールは今回で 13 回目になりますが、横浜における地産地消や食育の推進のため、引き

続きがんばります。 
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（３）取組の柱３ 市民が実感できる緑をつくる 

街の魅力を高め賑わいづくりにつながる緑や地域の緑、街路樹などの緑の創出に、緑

のネットワーク形成も念頭において取り組みます。また、地域で緑を創出・継承する市民

や事業者の取組を支援します。 

 

施策１ 市民が実感できる緑を創出する取組の推進 

 

事業 民有地での緑の創出 

 緑あふれる魅力的な街をつくるためには、市民や事業者の取組が不可欠です。多くの市民が目

にする場所や効果的な場所での緑の創出に対する助成、地域で親しまれている名木古木の指定や、

その維持管理に必要な費用の助成など、緑の創出・保全に積極的に取り組む市民・事業者を支援

します。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

民有地における 
緑化の助成 

緑化の助成 13 件 
５件(うち拡充部分の

助成２件) 
65 件 10 件 

建築物緑化保全 
契約の締結 

制度運用 制度運用 ７件 制度運用 12 件 

名木古木の保存 名木古木の保存 推進 
新 規 指 定：17 本 
維持管理助成：47 本 

推進 
新 規 指 定：36 本 
維持管理助成：98 本 

人生記念樹の配付 苗木の配布 8,000 本 7,865 本 40,000 本 15,617 本 

 

事業 公共施設・公有地での緑の創出 

多くの市民が利用する地域の公共施設から率先し、市民が実感でき、生物多様性の向上や地域

の良好な景観形成につながる緑を創出します。また、緑の少ない区などを対象にみどり豊かな公

園を整備するほか、市民が目にする機会の多い街路樹の計画的なせん定などにより街路樹を良好

に育成するための取組を拡大します。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの 

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

公共施設・公有地 

での緑の創出・管理 

緑の創出 16 か所 22 か所 58 か所 38 か所 

創出した緑の 

維持管理 
推進 69 件 推進 164 件 

公有地化による 

シンボル的な緑の創出 
緑の創出 

事業推進 

1 か所 

事業推進 

１か所 

事業推進 

5 か所 

事業推進 

１か所 

いきいきとした 

街路樹づくり 

街路樹の計画的 

なせん定 
18 区で推進 18 区で推進 18 区で推進 18 区で推進 
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◆施策１についての評価・提案 

・民有地における緑化の助成では、目標を下回る助成件数となりました。緑化の効果に関

して、緑化を行った皆さんの声を紹介することなどは、市民や事業者が積極的な緑化に取

り組むきっかけとして効果的と思われます。 

・公共施設・公有地での緑の創出については、順調に取組が進んでいます。街並みに潤い

を与える緑となるよう工夫を図ってください。 

・いきいき街路樹事業は、市民の身近な緑である街路樹を対象としており、街並みの美観

向上に寄与する取組です。横浜みどりアップ計画を所管する環境創造局と、街路樹の管

理を所管する道路局との密接な連携などにより、より良い街路樹景観が創出されるよう取

組んでください。 

民有地における緑化の助成 

（西区/集合住宅屋上） 

市担当者からのコメント 

・民有地緑化助成事業については、広報内容や方法をさらに工夫し、建築物の緑化がイメー

ジしやすいよう、助成事例を紹介することや、新規建築の際に、直接市民や事業者の方々

にお知らせするなど、市民の皆様に積極的に利用していただけるよう取組を進めます。 

・公共施設の緑化では、南区新総合庁舎の建築に伴い、市民の皆様が身近に緑との触れ合い

を楽しんでいただけるように、桜のプロムナードや眺めの良い屋上庭園等を整備しました

ので、お近くにお越しの際は是非お立ち寄りください。 

公共施設での緑の創出（南区新総合庁舎） 

いきいきとした街路樹づくり 

（泉区/中田さちが丘線） 

公共施設での緑の創出（南区/道路植栽帯） 
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施策２ 緑を楽しむ市民の盛り上がりを醸成する取組の推進 

 

事業 市民協働による緑のまちづくり 

地域が主体となり、住宅地や商店街、オフィス街、工場地帯など様々な街で、地域にふさわし

い緑を創出する計画をつくり、計画を実現していくための取組を、市民との協働で進めます。ま

た、平成25年度までに地域緑化計画を策定した地区については、継続して整備への支援を行い

ます。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

地域緑の 
まちづくり 

地域緑化推進事業 
28 地区  

（うち新規： 

６地区） 

26 地区  

（うち新規： 

４地区） 

46 地区  

（うち新規： 

30 地区） 

26 地区  

（うち新規： 

10 地区） 

 

事業 子どもを育む空間での緑の創出 

 次世代を担う子どもたちが緑と親しみ、感性豊かに成長できるよう、子どもが多くの時間を過

ごす保育園、幼稚園、小中学校を対象に、園庭・校庭の芝生化など、施設ごとのニーズに合わせ

た多様な緑の創出・育成を進めます。緑の創出にあたっては、子どもたちと生き物とのふれあい

が生まれるような空間づくりに取り組みます。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの 

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 実績 

保育園・幼稚園 
・小学校での 
緑の創出 

緑の創出 20 か所  32 か所  100 か所  82 か所  

芝生等の維持管理 推進  推進  推進  推進  

 

事業 緑や花による魅力・賑わいの創出 

多くの市民が時間を過ごし、国内外から多くの観光客が訪れるエリアである都心臨海部におい

て、来訪者の回遊性向上や生物多様性確保の観点から、エリア内での緑のネットワーク形成に寄

与することも念頭に、公共施設を中心に緑や花による空間演出や質の高い維持管理を集中的に展

開し、街の魅力形成・賑わいづくりにつなげます。 

 

取組 項目 
27 年度 30 年度までの 

目標 

27 年度までの 

進捗状況 目標 進捗状況 

都心臨海部の 

緑花による 

賑わいづくり 

都心臨海部の緑花 推進  ４か所  推進  10 か所  

緑花の維持管理 推進  ４か所  推進  ７か所  
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小学校での緑の創出 
（中区/本牧南小学校ビオトープ） 

市担当者からのコメント 

・地域緑のまちづくりの新規提案公募では、各地域のニーズや課題に応じた、魅力ある緑化

計画の提案をいただきました。地域緑化計画の実現を目指して、各地区の状況に応じたき

め細やかな支援を引き続き行っていきます。 

・緑や花による魅力・賑わいの創出事業では、山下公園、港の見える丘公園において、様々

な種類のバラや多年草による庭園の整備が３月末に完了しました。市民の皆様に、四季折々

の美しい緑や花をお楽しみいただけるよう、今後は良好な育成管理を進めていきます。 

都心臨海部の緑花による賑わいづくり 
/緑花の維持管理（中区/新港中央広場） 

地域緑のまちづくり（青葉区／柿の木台） 

都心臨海部の緑花による賑わいづくり 
/都心臨海部の緑花（中区/山下公園ローズガーデン） 
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◆施策２についての評価・提案 

・地域緑のまちづくりは、26 年度から小さな規模でも取り組めるような仕組みにしたことや、

緑化整備の費用だけでなく、研修などの活動経費も対象としたこともあり、順調に取組が

進んでいます。地域主体で緑を創出することは、人々が集まり憩える場所づくりにもつな

がり、緑を核としたコミュニティの形成にも寄与すると思われます。 

・地域緑のまちづくり事業が終了した後の活動の継続性が大切です。地域緑のまちづくり

事業を行っている団体同士の交流会などは今後の活動の継続などにも寄与する取組で

す。 

・保育園・幼稚園・小学校での緑の創出については、30 年度までの５年間に 100 か所で緑

を創出するという目標に対し、２年間の取組で 82 か所と目標に大きく近づく進捗状況とな

っています。園庭・校庭の芝生化など触れて遊ぶことができる緑は大変重要だと思われ

ます。加えて 27年度から、学校のビオトープをつくる場合に、子ども達が計画する段階か

ら専門家のアドバイスが受けられるようになったことなどは大変意義があります。 

・都心臨海部の緑花による賑わいづくりでは、山下公園や港の見える丘公園などで美しい

ローズガーデンの整備が行われ街の賑わいにもつながっています。異国情緒のある街

並みの魅力を高めるためにも、緑や花を増やすだけでなく良好に維持することが重要で

す。また、市民が賑わいづくりに関わることもできるようになるとなおよいと思われます。 
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「緑をつくる」施策を検討する部会 部会長コメント 

 

  27 年度の一番大きな成果は、地域緑のまちづくり事業と子どもを育む空間での

緑の創出事業の推進である。地域緑のまちづくり事業は、まだ多くの方々の知ると

ころとなっていないことは否めないが、各地域のニーズや課題に応じた、魅力ある

緑化計画の提案をいただき、実現のための各種の助成を行うものである。行政から

のおしきせの助成ではなく、地域の独自の緑化の方法や管理の手法が提案される

ところに大きな意図があり、その実現を市民の方々が自ら行うことで、地域活性化

にも大きく貢献できるものである。 また、子どもを育む空間での緑の創出事業は、

平成 30 年度までに 100 か所で緑を創出するという目標に対し、２年間の取組で 82

か所と目標を上回る進捗となった。２つの事業共に、今後の管理の問題があるが、

事業後の継続とともにより多くの地域への波及を大いに期待したい。 

残念なのは、屋上緑化・壁面緑化が躍進する中で、民有地緑化助成事例が少な

かったことや、公共施設の緑化や街路樹などの剪定等の事業が市民の方々にみど

りの美しさという意味でまだまだ届いていないことである。緑化という言葉は個人的

には実はあまり好きではない。これまで質が伴わず数量的な指標としてしか評価さ

れてこなかったからである。その課題となるものが、これらの３つの事業であり、緑

化面積や剪定の回数などの指標ではなく、横浜の美しいまちづくりに寄与できたが

どうかが問われるものである。都市緑化フェアが実施される今年度は多いに期待し

ているが、一過性ではなく、緑を創るという行為が、まちを美しくし、市民の誇りを生

み出し、ひいては住みたい街、働きたい街としての評価や不動産価値の維持向上

に貢献するという実証となることを期待したい。 

 

池邊このみ  
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（４）効果的な広報の展開  

 

事業 市民の理解を広げる広報の展開 

取組の内容や実績について、広報よこはまでの特集や、自治会町内会などを通じた PR や実績

報告など、様々な媒体・手法を用いて効果的に市民へ広報を行い、理解を深めるとともに、緑に

関わる活動に参加するきっかけとなる機会を提供します。 

 

27 年度 

目標 主な実績 

各戸に届く広報よこはまの特集ページの利用 広報よこはま 9 月号特集ページ発行 

計画、実績概要の作成、公共施設等への配架 実績概要の作成・配布（６月） 

電車など交通広告や各種メディアの活用 
ブルーラインはまりん号、パートラッピングバスなど 
市営交通を中心とした交通広告を実施（～11 月） 

市の工事等の現場に統一的な看板等を設置 市の工場等の現場に統一的な看板等を設置（実施） 

公共施設などで横断幕等による PR 公共施設などで横断幕による PR（実施） 

PR 動画の制作・配布 PR 動画の制作・配布（配布・活用中） 

マスコットキャラクターの作成・活用 
使用要綱等制定、デザインパターン・使用ガイド作成、 
印刷物等への使用、広報用物品(ぬいぐるみ、 
エアブロー人形、クリアファイル等)作成 

市民認知度の調査 市民認知度調査を実施・集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パートラッピングバス 

鉄道内の中吊り広告 

広報よこはま市版（平成 27 年９月号） 

事業箇所の表示 
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市担当者からのコメント 

みどりアップ計画には、多様な取組があるなか、広報では各取組のバランスを考えつつ、統一感

のある PR を心掛けています。情報を受け取る市民の側でも年代や関心の度合いで効果的な広報の

手法が異なることが広報の難しい点です。 

今年度は、親しみやすいキャラクターを制作し、様々な場面で活用することにより、若年層や子

育て世代にも「みどりアップ」に関心を持って頂けるよう、広報を進めてきました。今後も、市民

の皆さまが日常のなかで「みどりアップ」に触れる機会が増えるよう広報を進めていきます。 

横断幕の掲出 

イベントでの広報 

樹林地保全マップ（横浜市ホームページ） 

(※)「知っている」は、 
「取組内容を知っている」、 
「計画があることを知って 
いる」、「名称を見たことや 
聞いたことがある」の合計 

『「横浜みどりアップ計画」や「横浜みどり税」の広報に関する調査』 調査結果より 

Q.あなたは、「横浜 

みどりアップ計画」を

ご存じですか？ 

 

マスコットキャラクター 

「横浜みどりアップ葉っぴー」による広報 
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◆取組への評価・提案 

・効果的な広報の展開については、26年度から計画における重点的な取組としてスタート

し、27年度からは、マスコットキャラクターやPR用動画の制作といった新しい試みも含め

て具体化しました。そうしたものについては、作っただけでなく有効に活用しながら、みど

りアップ計画の成果を一層実感してもらうことが重要です。 

・広報よこはまの特集記事の取組は、市民の目につきやすい効果的な取組の１つです。

引き続き実施を望みます。 

・樹林地の緑地保全指定など、その成果の大きさをより多くの人に知ってもらうには、より

インパクトのある表現で広報することも必要です。 

・交通広告については、26年度より目につきやすいデザインとするなど工夫が見られま

す。  

・事業実施場所で設置されている、みどりアップ計画のプレートにより、みどり税が使われ

ていることを市民が知ることができて計画の効果が実感できます。 

・PR用動画については、効果的なものとなるよう、公共空間からTV放送のような媒体まで、

様々な場所で広く活用することが必要です。 

・マスコットキャラクター「横浜みどりアップ葉っぴー」については、区民まつりなど、多くの

市民が集まる場所で活用し、広く親しまれるように広報を行ってください。 

  ・緑地保全制度により指定した場所を樹林地保全マップとしてホームページで公表してお

り、成果の見える化が進んでいます。 

 

 

 

 
広報・見える化部会 部会長コメント 

 

 今年度はマスコットキャラクター「横浜みどりアップ葉っぴー」が誕生し、みどりアップ計

画がより市民に親しみやすいものになったと実感しました。子どもから大人まで、感覚的

にもわかりやすく、共感できるイメージ作りによって、今後効果が広がっていくことに期待

します。また動画や HP での樹林地保全マップなど、メディアの多様化も広報部会では高

く評価しています。 

 しかし今後理解を促す上で果たして「みどりアップ計画」という言葉をメインコピーとして

掲げるのが最適かどうか。みどりの街づくりを市民みんなが応援したくなるような、わかり

やすいキャッチフレーズも検討して頂きたい。 

 広報・見える化部会では、今年度は子ども、大学生など、次世代の担い手を意識した

広報を取り入れてきました。市内大学生の地域活動の取材や、子どもにもわかりやすい

「こどもみどりアップQ」の発行など。「みどりアップ計画」は未来を見据えた長期計画が理

想であるので、次世代の理解を促すことも必要です。今後も、学校や施設などと連携した

幅広い層への広報に期待します。 

東みちよ  



(50音順・敬称略 )

氏　　名 区　　分 備　　考

相川　健志 公 募 市 民

相原　信行 関 係 団 体 　横浜市町内会連合会　顧問

東　みちよ 公 募 市 民

池田　信彦 関 係 団 体 　よこはま緑の推進団体連絡協議会　会長

池邊　このみ 学識経験者 　千葉大学大学院　園芸学研究科　教授

大竹　斎子 公 募 市 民

加茂　千津子 公 募 市 民

清水　靖枝 関 係 団 体 　長屋門公園管理運営委員会　事務局長

座　長 進士　五十八 学識経験者 福井県立大学　学長

関水　金作 関 係 団 体 　追分・矢指市民の森愛護会　会長

副座長 蔦谷　栄一 学識経験者 　株式会社農林中金総合研究所　客員研究員

長瀬　里佳 公 募 市 民

野路　幸子 関 係 団 体 　元横浜市中央農業委員会委員

望月　正光 学識経験者 　関東学院大学 経済学部　教授

矢沢　定則 関 係 団 体 　横浜農業協同組合　常務理事

若林　史郎 関 係 団 体 横浜商工会議所　常任参与

平成28年6月1日

横浜みどりアップ計画市民推進会議 名簿

５ 市民推進会議委員名簿
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 ＜施策別専門部会　名簿＞ 

氏　　名 区　　分 備　　考

東　み ち よ 公 募 市 民

加茂　千津子 公 募 市 民

清 水　靖 枝 関 係 団 体 　長屋門公園管理運営委員会　事務局長

関 水　金 作 関 係 団 体 　追分・矢指市民の森愛護会　会長

部会長 望 月　正 光 学識経験者 　関東学院大学 経済学部　教授

氏　　名 区　　分 備　　考

相 川　健 志 公 募 市 民

大 竹　斎 子 公 募 市 民

部会長 蔦 谷　栄 一 学識経験者 　株式会社農林中金総合研究所　客員研究員

野 路　幸 子 関 係 団 体 　元横浜市中央農業委員会委員

矢 沢　定 則 関 係 団 体 　横浜農業協同組合　常務理事

氏　　名 区　　分 備　　考

相 原　信 行 関 係 団 体 　横浜市町内会連合会　顧問

池 田　信 彦 関 係 団 体 　よこはま緑の推進団体連絡協議会　会長

部会長 池 邊　このみ 学識経験者 　千葉大学大学院　園芸学研究科　教授

長 瀬　里 佳 公 募 市 民

若 林　史 郎 関 係 団 体 　横浜商工会議所　常任参与

　「森を育む」施策を検討する部会 名簿

(50音順・敬称略)

　「農を感じる」施策を検討する部会 名簿
(50音順・敬称略)

　「緑をつくる」施策を検討する部会 名簿
(50音順・敬称略)
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氏　　名 区　　分 備　　考

部会長 東　み ち よ 公 募 市 民

相 川　健 志 公 募 市 民

大 竹　斎 子 公 募 市 民

加茂　千津子 公 募 市 民

長 瀬　里 佳 公 募 市 民

望 月　正 光 学識経験者 　関東学院大学 経済学部　教授

　広報・見える化部会 名簿
(50音順・敬称略)

＜
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６ 市民推進会議委員からのコメント 

 市民推進会議の委員を務めてきた中で感じたことや、生活の中で日ごろ各委員が感じたことに

ついて、委員一人ひとりからのコメントを紹介します。 

 

 相川委員コメント （「農を感じる」施策を検討する部会、広報・見える化部会 所属） 

   

横浜みどりアップ計画市民推進会議委員を務め、他の委員の方々や行政の方々、企

業そして実際に活動されている市民の方々から話を聞いたり、意見交換したりする中で、

横浜みどりアップ計画について知ることができました。 

また、学校のグラウンド芝生化やイベントなど、過去にみどり税が投入された事業がど

うなっているか、すぐに成果が表れないものなどへの評価も検討の必要性も感じました。 

みどり税を充当する水田保全奨励事業は、地主と実際の耕作者が異なることがあるの

で、実際の耕作者への補助の検討も必要に感じました。 

田んぼは生産の場というだけでなく景観や温暖化対策、環境教育、生態系の保全、遊

水地機能など価値があり、その保存の重要性も広く市民の方々に知っていただきたい。 

相原委員コメント （「緑をつくる」施策を検討する部会 所属） 

   

学校で過ごす子ども達にとって身近な緑となる校庭の芝生ですが、根付くまでに待ち切

れない子ども達が我慢できずに踏んでしまうこともあり、うまく育たないこともありますが、子

ども達が緑との関わり方や育み方を学ぶきっかけとなる大切な事業だと思います。 

みどりアップ計画も７年目に入り、みどり税については、区民の関心も高いもののひとつ

です。計画の成果をより区民が実感できるように、より一層取組を進めていくことが必要で

す。 

池田委員コメント （「緑をつくる」施策を検討する部会 所属） 

   

もっと身近にみどりを感じられるようにするには、本市を代表するみなとみらい地区や主

要駅周辺の公共施設や商業地の緑化の促進だけでなく、道路沿いや住宅地の緑化も重

要と思われます。 

本計画の「地域緑のまちづくり事業」により、地域住民や商店街の方々と市が連携し行っ

ている緑化活動は、より身近にみどりを感じられる成功例の一つです。 

もっと、多くの市民の方々の協力を得て身近なみどりの量を増やし、質を高めていきたい

です。 
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加茂委員コメント （「森を育む」施策を検討する部会、広報・見える化部会 所属） 

   

横浜みどり税を活用して緑が保全、創出された現地を訪ね、活動をしている人たちの話

を聞き、横浜の緑の現状を知ることができました。都市でありながら、谷戸や里山が残っ

ていて、田んぼや畑が身近にあるのが横浜の特徴、都市の隣に自然がある素敵なまち横

浜の魅力を伝えたいと思います。森が市民活動に支えられて保全や維持されていること

も実感しました。この環境を次世代に残すために、市民が参加したくなる計画を、情報を

発信したいと思います。みどり税のおかげで長期的な保全計画が作られ質の高い森も維

持できるようになりました。街路樹の緑、ビルの谷間の緑化、生物多様性、在来種の保護

など、緑の残し方も多様です。これからも都市機能と自然がバランスよく維持されるまち横

浜のまちづくりに参加していきたいと思います。 

清水委員コメント （「森を育む」施策を検討する部会 所属） 

   

長屋門公園の奥底は、大きな木々に囲まれた憩いの場である。 

毎年、横浜市内の約 60校の小学３年生が見学に訪れ、そこで竹笛作りやお弁当を食べ

る。まだ暑い日が続く９月頃は、木々の木陰が何とも心地よく、子ども達がその涼しさを実

感する。晩秋に訪れる子ども達は、ひらひら舞う枯葉を雪のようで綺麗だと表現する。真冬

に来る子ども達は、囲まれた木々により冷たい風が入り込まない日だまりのその暖かさに

感動する。こうして子ども達は、実体験として自然の素晴らしさや大切さを感じ取っている。 

身体で自然の緑の素晴らしさを感じ取れる場づくりがとても大切。どこであってもそんな

場が必ずある横浜でありたい。 

大竹委員コメント （「農を感じる」施策を検討する部会、広報・見える化部会 所属） 

   

横浜は、“市民の森”が点在していて、都市の割には緑も多く、みなとみらい地区の街中

は四季折々の花が咲き誇る観光地。駅前や公共の場などでも、街路樹は手入れされ、花

壇には可愛い花が咲いている。見渡せば畑も多く、とれたての野菜の直売所も見かける。

横浜は面白い街だなと思ってきたが、これにはからくりがありました。それを知ったのは、

私が横浜みどりアップ計画市民推進会議委員になってからのことでした。次世代に緑の環

境を引き継いでいくための、“横浜みどりアップ計画”がそれでした。この事業は、他の都

市に誇ることのできる先駆的なものです。市民委員の広報・見える化部会員としてあと一

年、横浜の皆さんにこの計画を知ってもらうためにお手伝いしていきたいと思います。 
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野路委員コメント （「農を感じる」施策を検討する部会 所属） 

   

私は委員として「『農を感じる』施策を検討する部会」に属し、今後の都市農業の取り組

み方について現地調査や現場の方々の意見を聞き、とても参考にすることが出来ました。 

毎日直売所に地場野菜を出荷しながら市民の皆様とふれあいながら、地産地消の大切

さや、季節の料理教室等も開催して行きたいと思っています。 

また、今後は「農とのふれあい」の場所の提供や、（お芋掘り等）小さなところから「みどり

税」の使われ方や大切さを知って頂く事に「農」を通して広報活動に務めます。 

関水委員コメント （「森を育む」施策を検討する部会 所属） 

 

横浜みどりアップ計画市民推進会議委員を務めて、横浜市民がみどり環境（森林、農地

等）の保存と里山をいかに守っていくか、とても関心を持っている人々が多くいることを強く

感じました。また私は市民の森愛護会の会員という立場で色々参加させていただき思った

ことは、里山の管理等を行うに当たり動植物が生存できる環境作りを行い、結果 63 年もの

間、人目に触れなかった植物（セリモドキ）が見つかり私ども会員が森を若返らせるため萌

芽更新を行った場所で見つかり大変うれしく思います。また、市全体の森林を見ても管理

等で手の入っていない森等が多く見られます。これからは市民の方々と共にみどりを守り

森の管理を行い、市民が農や緑にふれあえる環境を作っていただきたいと思います。 

 

長瀬委員コメント （「緑をつくる」施策を検討する部会、広報・見える化部会 所属） 

   

自然の中で遊ぶ楽しさや、人の生活にとって必要と感じていた環境が減少していく事へ

の不安や寂しさから、公募委員に応募しました。 

役所では緑を残す活動など力を入れていないのでは、とも思っていましたが、大切にし

ている方々の存在を知りました。活動を共にする事となり、みどりアップをどのように広報

するか、また、楽しむ場を作り出していくかを考えるようになり難しさも感じています。私自

身学ぶ事は多々あり、気候変動ともいわれる中で緑を大きな自然と繋げ維持していく大切

さを委員と話し合い、一人で悩んでいた事から、共に考えるという広がりを実感していま

す。委員での経験を元に、様々な立場の方とも関わりながら楽しさを見出していきたいと

思っています。 
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矢沢委員コメント （「農を感じる」施策を検討する部会 所属） 

 

横浜で生まれ育ち、ほとんどの時間を農村風景の中で過ごしている。横浜みどりアップ

計画市民推進会議委員として様々横浜のみどりに触れる機会を得て、改めて実感するこ

とはみどりが少なくなったということだ。暮らしの中に当たり前と思っていたみどりが年々希

薄になっていく。一体この私らの生きざまはどうなってしまうのだろう。不安だ。 

みどりを大切にと一言で表すのはたやすいことだが、その気持ちに比例して困難が多い

こともまた事実だろう。守るのか、創造するのか、果たしてそれはどちらともしれないが、た

だ誰しもが持っているであろうみどりに寄せる思いは不変であり、その思いを探しあてるこ

とはできる。どうなる横浜のみどり、どうする横浜のみどり。答えはみどりの風の中にある。 

 

若林委員コメント （「緑をつくる」施策を検討する部会 所属） 

 

「横浜みどりアップ計画市民推進会議」では、進士座長のリーダーシップのもと、各委員

による熱心な議論と部会活動が行われ、横浜みどり税を活用した「横浜みどりアップ計画」

の取組に関して、一定の検証と評価ができたものと考えております。 

緑豊かな「街並み」は、企業にとっても重要なビジネス環境であります。今後、「横浜みど

りアップ計画」が持続可能な事業として推進されるとともに、その成果が都市環境の「魅力

アップ」につながり、市民生活の充実のみならず、新たな観光客や企業の誘致にも貢献し

ていくことを期待しております。 
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７ 市民推進会議広報誌「みどりアップＱ」（平成 27 年度発行分） 

 

 

 

「みどりアップＱ」 

 

第４号 平成27年７月発行 

緑区竹山団地の緑化 

（地域緑のまちづくり） 

 

第５号 平成27年11月発行 

フェリス女学院大学を囲む森での 

「蝶がつなぐ緑のネットワーク調査」 

（よこはま森の楽校） 

 

 

第６号 平成28年３月発行 

東寺尾一丁目ふれあい公園（農園付公園） 

 

 

別冊（子ども版）平成28年３月発行 

まちの緑はどうやって守られているのか？ 
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